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明けましておめでとうございます
保護者の皆様におかれましては、健やかに輝かしい新春をお迎え

のこととお慶び申し上げます。冬休みを終え、校舎に生徒たちの元気

な声が戻ってきました。冷え込みの厳しい朝、白い息を吐きながら登

校する生徒たちの表情には、「さあ、やるぞ」という新しい年への決意

が感じられ、私たちも身の引き締まる思いがしております。生徒一人

ひとりが、午年にふさわしく、自分の目標に向かって力強く駆け抜け

ることができるよう、教職員一同、一丸となって支援してまいります。本年も、本校の教育活動への変わらぬ

ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

「安全・安心」を基盤とした充実の三学期に
生徒たちがこの時期を充実させ、持てる力を存分に発揮するためには、何よりもまず「心身の安全と健

康」が守られていなければなりません。つきましては、三学期の開始にあたり、特に以下の三点について保
護者の皆様のご協力をお願い申し上げます。

Ⅰ「交通ルールの遵守」への声掛け
登下校時の自転車の乗り方や歩行マナーについて、ご家庭でも繰り返しお話しくださ

い。特に冬場は路面の凍結や視界の悪化が予想されます。「自分の命を 自分で守る」
意識を、学校と家庭の両面から育てていければと思います。

Ⅱ「SNS利用」の適切な見守り
SNS上のトラブルは、放課後や休日など家庭での利用時に発生するケースが大半で

す。今一度、ご家庭での利用ルール（使用時間やマナー）を再確認してください。お子様
が被害者にも加害者にもならないよう、ご家庭でも温かな見守りや声掛けをお願いでき
ればと思います。

Ⅲ「小さな変化」の共有
年度末は進路や友人関係などで不安を抱えやすい時期です。ご家庭でお子様の

表情や様子に少しでもご心配な点がありましたら、些細なことでも構いませんので、遠慮なく学校へ
ご連絡ください。（0270-76-0003）

生徒一人ひとりの輝かしい未来のために、学校と家庭は「車の両輪」です。本年も密に連携を図りなが
ら、安全で安心な教育環境づくりに精一杯取り組んでまいります。

３学期 始業式 校長の話（抜粋）
今日から始まる三学期。一年のまとめであり、次への準備をする大切な期間です。「何をすべきか」「何が
できるか」。 自分で考え、自分で決めて、自分から動き出しましょう。
まず、三年生の皆さん。中学校生活の最終ステージです。残された一日一日を大切にしてください。卒業
までの毎日は皆さんの「足跡」を学校に残す期間です。何気ない挨拶。授業に集中する背中。その姿が、後
輩への最高の手本となります。友達や家族・地域のみなさんへの感謝の気持ちを忘れず、悔いのない時間を
過ごしましょう。
次に、二年生の皆さん。いよいよ学校の「顔」となります。伝統のバトンを受け取る準備はできています
か？ 皆さんの「やる気」が、この学校の新しい空気を作ります。学習でも生活でも、後輩の模範となること
を期待しています。
そして、一年生の皆さん。四月には「後輩」が入ってきます。後輩に胸を張って「ようこそ北中へ」と言
える先輩になりましょう。この一年で得た力を、しっかり固める三学期にしてください。
先生たちも、全力で皆さんをサポートします。笑顔と活気に満ちた、充実した三学期にしましょう。
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